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1 は じ め に 

 

秋田県のタマネギ栽培は、秋まき初夏どり栽培が

一般的な作型である。しかし、出荷期が集中し、市

場価格で不利とされ産地化がなされなかった 1）。こ

のため、出荷期の拡大を図り、かつ市場性のある春

まき夏どり栽培の技術確立が望まれている 1）。藤本

ら 1）は八郎潟干拓地で春まき栽培が可能なことを報

告した。しかし、春まき作型は北海道地域の作型で、

東北地域での産地事例は少なく、栽培方法も確立し

ていない 3）。そこで、水田転換畑における春まき夏

どり栽培において、早播とマルチ被覆が春まきタマ

ネギの生育・収量に及ぼす影響について検討した。 

 

2 試 験 方 法 

 

東北農業研究センター大仙研究拠点において、前

作が水稲作の水田転換畑圃場で試験を実施した。品

種は秋播き晩生種の‘もみじ 3 号’と‘TTA735’を

供試した。2012 年 2 月 18 日に 128 穴のセルトレイ

に、3 月 4 日に 288 穴のセルトレイにそれぞれ播種

し、水稲育苗温室内で 15℃前後に加温して育苗した。

試験圃場は、前作が水稲の転換畑を使用した。4 月

25日に堆肥 2ｔ/10a、5月 1日に苦土石灰を 100g/㎡、

CDU たまご化成 S555 と BM ようりんを用いて、施

用量を N-P2O5-K2O＝15-30-15g/㎡に設定して全層施

用した。耕耘同時畝立し、畦高を 10cm に設定した。

また、畦をマルチ被覆区と無被覆区に設定し、被覆

区は穴あき黒マルチ（1.35m 巾，株間 12cm，条間 20cm，

4 条、栽植密度： 24.7 株 /㎡）で被覆した。5 月 2

日に定植し、定植後土壌処理剤(ペディメタリン乳剤

「ゴーゴーサン乳剤 30」)を散布した。反復は 2 連

で実施した。生育・収量調査および畦面下 5cm の地

温をおんどとり Jr.（テイアンドデイ）で、畦面下 10cm

の土壌水分をテンションメーター（大起理化）で pF

値を測定した。 

 

3 試験結果及び考察 

 

2013 年の降水量は 4 月下旬までは平年より多く、

定植後の 5 月中旬より 7 月下旬迄は少雨で収穫期に

あたる 7 月以降多雨であった。2013 年の平均気温は

6 月上旬から 7 月下旬までは平年より高かった。マ

ルチ被覆区の地温は無マルチ区とほとんど差が認め

られなかった（図省略）。一方、降雨あるいは畦間

灌漑後、マルチ被覆区の pF 値は、無マルチ区より

もしばらくの間低く推移した（図 1）。定植時の一

本当たりの生鮮重は、‘もみじ 3 号’の早播が 2.80

±0.87g、普通播が 1.52±0.14g、‘TTA735’の早播

が 2.35±0.22g、普通播が 1.24±0.14g と早播で大き

かった。収穫期は、播種期に関わらず、‘もみじ 3

号’が 7 月 17 日、‘TTA735’が 7 月 21 日で、‘も

みじ 3 号’が 4 日早かった。‘もみじ 3 号’の全乾

物重の推移において、マルチ被覆区は播種期に関わ

らず無被覆区に比べて高く推移した（図 2）。一方、

早播区の全乾物重の推移において、マルチ被覆にか

かわらず普通播区に比べて高く推移した。従って、

これらの処理区の中で、早播で、マルチ被覆した処

理区で最も全乾物重の推移が高く、特に定植 30 日以

降の増大が大きかった。‘TTA735’も同様の傾向を

示した（図省略）。2 品種の A 品りん茎重、A 品に

占める M と L サイズの割合およびりん茎重は、マル

チ被覆区が無マルチ区よりも、早播区が普通播区よ

りも有意に高かった（表１）。 

一般に、マルチ被覆による地温上昇効果は、マル

チ資材の日射透過率が大きいほど大きくなることか
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ら、黒色の地温上昇効果は低い 4）。細野ら 2）も黒色

ポリマルチは無被覆に比べて 0～1℃程度の増加で

あったことを報告している。従って、マルチ被覆に

よる作物の生育促進の要因として、地温上昇効果と

いうよりも保水性の影響が示唆された。また、定植

期における苗重は、普通播よりも早播の方が大きか

ったことから初期生育にも影響を及ぼしたことが推

察される。 

 

4 ま と め 

‘もみじ 3 号’の早播区は普通播区よりも、マル

チ被覆区は無マルチ区に比べて、定植 30 日以降の全

乾物重の推移が高かった。‘もみじ 3 号’および‘

TTA735’の A 品りん茎重、A 品に占める M と L サ

イズの割合およびりん茎重は、マルチ被覆区が無マ

ルチ区よりも、早播区が普通播区よりも有意に高か

った。 
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図 1 定植後におけるマルチ被覆の有無が表層下 10    図 2 播種期とマルチ被覆の有無が‘もみじ 3 号’

cm の pF 値に及ぼす影響 ■；無被覆，□；被覆     の全乾物重に及ぼす影響 ■；早播無被覆，□；早

播被覆，●；普通播無被覆，○；普通播被覆 

表 1 マルチ被覆と播種期がタマネギ 2 品種の A 品りん茎重と M、L サイズのりん茎重と

A 品に占める M、L サイズの割合に及ぼす影響

もみじ3号 TTA735 もみじ3号(M,L) TTA735(M,L) もみじ3号 TTA735

ｇ/㎡ ｇ/㎡ ｇ/㎡ ｇ/㎡ ％ ％

早播 3234 3601 2578 2492 79.7 69.2

普通播 2208 1981 921 717 41.7 36.2

早播 4193 4204 3954 3665 94.3 87.2

普通播 3596 2656 2902 1318 80.7 49.6

無 2721 2791 1749 1604 60.7 52.7

有 3894 3430 3428 2492 87.5 68.4

** ** ** ** ** **

早播 3714 3902 3266 3079 87.0 78.2

普通播 2902 2319 1911 1018 61.2 42.9

** ** ** ** ** **

播種期

マルチ
被覆

播種期

無

有

マルチ
被覆

注）分散分析から、**は処理間に 1％水準で有意差があることを示す
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